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製剤中に配合 された羅布麻葉の 顕微鏡鑑定研究
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Microscopic 　Identification　of　Folium 　Apocini　Veneti （Luobumaye ）

　　　　　　　　in　 Chinese　 Commercial　 Produets1）
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　In　China ，
“Luobumaye ”is　used 　for　hypertension，　 nervous 　breakdown ，　dropsical　swelling

caused 　 by　nephritis 　and 　 so　on ．　According 　 to　the　 Chinesc　 Pllarmacopoea　（1985），　this　drug

consists 　of 　dried　leaves　 of ．4ノπo ‘ア’τuln 　 vene ”〃11　L （Apocynaceae ）．　 This　 study 　was 　carrjed 　out

in　order 　to　establish 　a　 microscopic 　technique 　ror　identifying　the　leaves　of 　this　plant　in　the

prescriptions　containing
‘‘Luobumayc ．”　A 　 sample 　 of 　 this　 plant　 ob 亡aincd 　 from　 China　 was

microscopically 　 compared 　 with 　 a　 commercial 　 sample 　 of 　the　drug ．　 As 　the　 indicators　the

morphological 　 characteristics 　of 　the　Ieaf　 epidermal 　 ce 】ls　 were 　used ．　 It　 was 　found　that　this

plant 　was 　 certainly 　contained 　jn　one 　kind　 of 　species ．　 BuI　 no 　fragment　of 　the 　leaves　could
be　detected　in　the　cjgarette ，　other 　kind　of 　species 　and 　tablets　bearing　the 　name 　o 「

Luobuma ．

　Keywords− Folium　Apocini　Veneti； Apocynaceae｝ Apoey ”，，〃r ソe〃召々 〃η L ； 溢．　venetuin 　L ．

var ，　 bas’ku厂umon 　 HARA

　羅布麻葉 は 中国で 高血 圧，神経衰弱 ， 腎炎 に よ る 浮腫 等に 使用 され る
2 ）．そ の 基 原 は 羅 布 麻 Apocynttm 　 venelum

L．（Apocynaceae） の 乾燥 し た葉で あ る と 規定 され て い る3 ）．こ の 植物が製剤中に 配合 され た 場合 の 顕 微鏡鑑定技術

の 確立 を 目的 に 本 研究 を 行 っ た．

　 こ の 属の 植物は巾国 で は羅布麻 1種 の み が分布 し，新疆，青海，甘粛，陜西，山西，河南，河北 ， 江蘇 ， 山東 ， 遼

寧，内蒙古等 の ア ル カ リ性 土 壌 の 砂 漠 周 辺 等 に 分布 し て い る
4）．か つ て は，白 麻 Poacynum　pictum （SCHRENK ）

BAILL ．と 大 花白麻 Poaeynum　hendersonii（HOOK ．　f．）WOODSON とが 同 じ属 に 〃1晩 られ て い た こ と もあ る が
5），

現在 で は こ れ ら 2 種は 別 の 属の もの と し て 取 り扱わ れ て い る
4）．近縁種 で パ シ クル モ γ A．venetUtn　L ．var ．　basikuru−

mon 　HARA が 北海道南部に 分布す る こ と が 知 られ て い る の で
s ）

，今回 の 実験材
．
料 に も加 え た．

　羅布麻は中国葯典 （1985年版）
3）

に 「平肝安神，清熱利水」 の 効能 が あ る と記載 され て お り，茶剤 の 他，高血圧症

に は 錠剤 と し て 使用 され る
2）．さ らに は ，最近 で は こ の 羅布麻 の 名称を冠 した タ バ コ もみ られ る よ うに な っ た

7）．そ

こ で，これ らの 材料を入手 して 実験に 着 丁し た ．

　本研究 に あた り，資料を提供 くだ さ っ た 全薬工 業株式会社巾央研究 所 な ら び に 中国蔚科大学 徐 国 鈞教授に 感謝 い

た し ます．
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実験方法お よび材料

　1． 材　　料

　1）　羅布麻 ： Apocynum 　venetus 　L ．（Apocynaceae ）
4）

北京市場品 を 全薬工 業 よ り入 手 した　1984．10

　2）　バ シ ク ル モ ン ： Apoc’ynum 　venetum 　L ．　yar ．　hasikur”mon 　HARA （Apocynaceae）6）
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常法に よ り切片を作製後，

ラ ール を加 え て 加 熱 し透 明 化処理後検鏡 し た ，

羅布麻袋泡茶 ； 上海市海新保健飲料厰，上 海 の 茶店 で 購入 　1985．工1

羅布麻 a ： 羅布麻茶と称す る もの を全薬 工 業 よ り入 手　1985．10

羅布麻 b ： 上海 出品
一

級品．全薬 工 業 よ り入 手　1985．10

チ ャ ノキ の 葉 ： 岐阜市内栽植品を 採集　1986．　1

羅布麻 c ： 南京葯学院代表団 よ り入手 し た タ バ コ 　 1985，ll

健美羅布麻煙 ： 国営巻煙廠製，南京市場品　1985，8

長楽 ： 北京巻煙 厰製 ， 北京市場品を全薬 工 業 よ り入手　1985．　8

日本製の タ バ コ ： 市販品の タ バ コ 　1985．11

複方羅布麻片 ：上 海延安製葯，上 海の 薬局で 購 入　1985，II

方　　法

　　　　　　　　　　ア ン チ ホ ル ミ ソ で 透明化 し て 検鏡 した．試料 を 粉砕後 100mesh の 粉末 と し，抱水 ク 卩

実　験　結　果

　 1．　 羅 布 麻

　葉を 乾燥した もの で一部小枝を伴うもの が あ る．

　葉 の 外形 ： 長 さ 15〜25mm ，幅 6〜12mm の 線状長楕円形 で 明 る い 緑 灰 色．先 端 は 鈍 頭 で 凸 端，辺 縁 に は きわ め

て 微細 な小突起 が あ り， 上 面 の 脈上 ある い は 脈付近に 毛 が あ る ，

　葉肉部分の 内部形態 ： 上面表皮は 細胞 1層か らな る．柵状組織 は，ヒ面表皮側 と下 面表皮側の 2 ヵ所 に あ る．上 面

表皮側は 細胞 2 層 か ら な り，厚さ は 68．　4± 5．7 μm7
）

で あ る．下 面表 皮 側 は 細胞 1層 か らな り，厚 さは 23．1± 2・4

μm ・こ の 2 ヵ 所 の 柵状組織の 間 に 海綿状組織が あ る ．下面表皮 は 多層表皮を なす．上面下面 と もに 表皮細胞 の 外側

の 壁 は厚膜化 し て い て ，波状で あ る．

　葉脈部 分 の 内部形態 ： 上 面表皮 の 内側に は 2 〜4 層の 細胞層か らな る厚角組織 が 存在．維管束は 3〜 4 層 の 道管 と

その 両側 に 存在す る篩管部 とか ら な る外篩複並 立 型維管束．下面表 皮 の 内側 に も 2層 の 細胞層 か らな る 厚角組織 が あ

る．上面表皮 と下面表皮 の い ず れ も外側の 細胞壁が 外側に 乳頭状に 突起 し，ク チ ク ラ層 が 発 達 して い て と くに 上 面 表

皮の ほ うが クチ ク ラ層 の 発達が著しい ，

　表皮 ： 気孔 は 上 面表皮に は な く， 下 面表皮 に は 275 ± 51．4 個／Mm2 の 割 合 で 存在．下面表皮細胞 は （23．1± 7．4）

pm × （20．5± 3．6）μm ．

　粉末 ：上面表皮 と下面表皮 の 外側 の 細胞壁 は 外側に 波状か ら乳頭状に突起し て い る．道管は 1白：径 12．9± 2．1μm で

らせ ん紋を認め る．

　小枝 ：灰味黄緑色 で 太 さ約 05mm

　 2． パ シ クル モ ン

　葉 の 外形 ：披針状長楕円形 で うす黄茶色 先端は 鈍頭で 凸端， 基部は や や 円形 で 葉柄は 短い ，辺縁に は羅布麻と同

様に きわ め て 微細な小突起を認め る．乾燥す る と砕 け や すい ．

　葉肉部 の 内部形態 ： 上面表皮は 細胞 1 層か らな る．柵状組織は ，上 面 表皮 側 と下 面 表皮 側 の 2 ヵ 所 に 認め られ る，

上 面表皮側 は 細胞 2 層 か らな り， 厚さは 54・6± 67 μm ・下面表皮側は 細胞 1層 か らな り，厚 さ は 25．6± 3，4 μm ．

こ の 2 ヵ 所の 柵状組織の 問 に 海綿状組織が 存在す る．下面 ぱ 多層表皮 を なす．上面表皮 と下面表皮の い ずれ も外側の

細胞壁が 外側に 波状に 突起 し，ク チ ク ラ が 発達．

　葉脈部の 内部形態 ： ヒ面表皮 の 内側に 4細胞層 か らなる厚角組織 が，下面表皮 の 内側に は 2 〜4細胞層か らな る 厚

角組織が 存在．維管束 は 3 〜4 層 の 道管 と そ の 両側に 存在す る 篩管部とか らな る外篩複並 立型維管束，上面表皮と下

面表皮 の い ずれ も外側 の 細胞壁は 著 し く波状に突起し て い る．

（29 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Soolety 　of 　Pharmaoognosy

N

緻
、

鼕

織

耀饗r

灘
亠

Fig．1． ．4ρOfy ’観 ’η v8 〃 e’〃用 　L ．

ba5’々〃r’f〃20π　HARAand
／1，レenetllzn 　L．var ，

A ： ・4 りene ’〃’n ，　 B ： メL ッene ’u ’η var ．　 baSik〃 ru 〃 10η．

論

鷺
緡

鑞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 2cm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

警 鍍
∴ 騨潜

● s u

　 　 　

　　　齢  ア8
　 　 　 　 　 　 　 ，

静
・舖

亠

計

撫 灘

亠

　 　 　 　 Fig．2．　 Article　of　 Commerce 　Called“Luobunla （貯布麻）
”

and 　Others

A ：
“Luobumadaipaocha （羅布麻袋泡茶）

” B ：
“Luobuma ”

a，　 C ：
“Luobuma ”b，　D ，　E ： Luobuma ”

c，F ：
“Jianmeiluobumayan （健芙羅布麻煙）

”

，　 G ：
t
℃ hangle（長楽）

”

，　 H ： Fufang 且uobumapian （吾夏

方羅布麻片）
”．
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　表皮 ： 気 孔は 上 面表皮に は 65 ±29．　3 個／mm2 の 割合， 下面表皮に は 155±30．7／mm2 個 の 割合 で存在．下面表皮

細胞は （2L2 ± 4．3）μm × （23．5±5．0）μm ．

　粉 末 ：道 管は 直 径 IL9 ±4．1ρm で らせ ん 紋を 認め る ．表皮の 外側の 細胞壁 は 波状あ る い は 乳頭状を 呈 して い る，

　 3．　 羅布麻袋泡茶

　縦 4．5cm ，横 4cnl の 薄 い 紙 の 袋 の 中に 茶斉rlが入 れ られ，上 端 に 長 さ 約 13cm の 糸 が 着 け られ ， そ の 端 に 縦 4
cm ，横 2cm の 紙片が 着け られて い た，全体が 「延年益寿，抗緩衰老，穏定 血圧 ， 降低血 脂 ， 平脂安神，清熱利水」

と書か れ た縦 6cm
， 横 5cm の ビ ニ ー

／レ の 袋 の 中に 入れ られ て い た．紙袋の 中に は ，直径 0．3mm 以 下 の に ぶ い 黄

茶色 の 葉の 砕片 と暗い 赤茶色 の 細か い 顆粒が 含 まれ て い た．こ の 細か い 顆粒 は 水に よ く溶 け た，

　粉末 ： 道管は 直径約 10μm で らせ ん 紋を して い る ．長径 （68〜120）μ mx 短径 （20〜90）Ptm の 角 が 突き出 し た よ

うな チ ャ ノ キ の 葉 に特有形 の 異形細胞，直径約 8μm の 集品 が 認め られ る （Fig，4A ）．

　4， 羅布麻 a

　羅布麻茶と記載された茶剤で ， 色は深緑色， 1枚 1枚 が まる ま っ た よ うに な っ て お り，色 や 形か ら も揉ん で あ る よ

うに 思 わ れ る．小枝な どの 夾雑物 は 認め られな か っ た ，

　葉の 外形 ， 葉の 内部形態，粉末，と もに 羅布麻と 同様の 構造を して い た．

　 5． 羅 布麻 b

　葉 を 摘み 取 っ て 乾燥 した もの

　葉 の 外 形 ：破砕 され て 長 さ約 O．8cm の 多角形 に な っ て い て 全形 を と どめ る もの は 存在 しなか っ た．灰緑色の 辺縁

1，a きわ め て 微細な小突起 を有 し ， 羅布麻 a と色や形が 似 て い た．

　葉の 内部形態，粉末，ともに 羅布麻 a と同様の 構造 を して い た．

　夾雑物 ： 灰緑色 ， 直径約 1mm で そ の 表而に 稜線 が 冂だ つ 小枝 が 入 っ て い た．ま た ，
ヒ マ ワ リの 果皮の 破片や長

さ 7mm の 多数の 毛 と 1本の
’
どを もつ イ ネ科植物 の 小穂が 混入 し て い た．

　6． チ ャ ノキ の葉

　葉肉部 の 海綿状組織中に は 集晶が 存在す る．また 柔組織中に 異形 細胞が 存在す る 主脈部 に つ い て ，木部が 半 月 状 で

葉の 下面側に の み 篩管を有す る 並 立 型 維管 束．篩部 の 外側に は 靱皮繊維 が存在．また柔組織中に 異形細胞が 存在．

　7．　羅布麻 C （タ バ コ ）

　中国製の 紙巻き タ バ コ で ，8cm 　x 　6　cm × 2cm の 白い 解iに ，長 さ 8cm ，直径 8mm で ，長 さ 18mm の フ
ィ ル タ

ー
付き紙巻 きタ バ コ が 入 っ て い た．箱 に は 羅布麻の 図以外に，「葯物香 煙，原料優良 ， 加 料特殊，有止咳，去痰 ， 定

咳効能」 と有か れ て い た．巻か れ て い る紙に は ポ ツ ポ ツ と穴が あい て い て ，虫喰 い が あ っ た．紙 を開 い て み る と，幅

約 1mm に 切 断 され た 長 さ 1〜10mm の 黄茶色 の 葉 と， 厚 さ 約 1mm に 横断あ る い は 斜め に 切断 された 主脈部 を

認め る．

　葉脈部 の 内部形態 ： 上面 お よ び 下面の 内側 に は 6 〜 8 層の 細胞 層 か らな る厚 角化 し た 組織が あ る．維管束は 3〜6

層の 道管 とその 両側 に 存在す る 篩管部 とか らな る外篩複並 立型維管束 で あ る．表皮上に は 長腺毛 を認め る．

　8．　健美羅布麻煙

　中国 製 の 紙 巻 き タ バ コ で ，長 さ 8．1cm ，直 径 8mm で ， 長 さ約 19mm の フ ィ ル タ ー付きの 紙巻 きタ バ コ で ，紙

を開い て み る と ， 幅約 1mm に 切断 され た 1〜15mm の 暗 い 黄色 の 葉 と，厚 さ 0．5〜lmm に 横断あ るい は 斜 め に

切断 さ れ た外側が茶色で 内側が薄茶色 の 主 脈部が 認 め られ る．

　葉脈部 の 内部形態 ： 羅 布麻 c （タ バ コ ） と同様の 構造 を し て い た．

　 9． 長楽 （タバ コ ）

　中国製の 紙巻き タ ・ ミ コ で，長 さ 8・1cm ，直径 8mm で ，長 さ約 18mm の フ ィ ル タ ー付きの 紙巻き タ バ コ で ，紙

を 開い て み る と，幅約 1〜2mm に 切断 さ れ た 長 さ 1〜18mm の 暗い 黄色の 葉と ， や や原形 を」Eめ て い る長 さ約 12

mm ，幅約 8mm の 黄茶色 の 葉．厚 さ 0．5〜1　mm に横断あ るい は斜め に 切1籾1され た 外側が 茶色で 内側 が薄茶色の 主

脈部が認め られ た．

　主脈部 の 内部形態 ： 羅布麻 c （タ バ コ ）と同様の 構造 を し て い た．

　 10．　 日本 の タバ コ

　冂本製 の 紙巻きタ バ コ で，長 さ 8．5cm ，直径 8mm で ，長 さ約 23　mm の フ ィ ル タ
ー
付きの 紙巻きタ バ コ で

， 紙

を 開い て み る と，幅約 1mm に切断され た長 さ 1〜2．　O　mm の 黄茶色の 葉，　 O．　3　mm 以下 に 横断あ る い は 斜め に 切

断 さ れ た 主脈部が認め られた ．
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A:  
"Luobumadaipaocha",

 B: "Luobuma"
 a, C: "Luobuma"

 b, D:  the  Ieaf of  17iea sinensis,

E: 
"Luobuma"c,
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section  of  the midrib,  2: detailed drawing  of  the  transverse  section  of  the  mesophyll,
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　葉脈部の 内部形態 ： 羅布麻 c （タ バ コ ）と同様 の 構造 を し て い る．

　 11．　 複方 羅 布麻片

　羅布麻配合錠剤で ， 直径約 8mm ，厚さ約 4mm の 赤茶色 の 糖衣錠剤 で ， 糖衣をは ずす と暗 い 赤茶色 の 塊が得ら

れ る の で ，こ の 塊を粉砕 し 鑑定 した ．

　粉末 ： 羅布麻と鑑定す る材料を得る こ とは で きなか っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 討　　　　 論

　バ シ ク ル モ ン （A ．　venetum 　var ．　basikurumon ） は 羅 布麻 （A ．　venetum ） と の 差 は あ ま りな い が ， 葉肉部葉脈部 とも

に 表皮 の 外側も細胞壁 が 著 し い 波状 ， あ る い は 乳頭状に 突起 し て い る 点 ， 気孔 が 上面下面表皮 と もに 認 め られ る点 で

羅布麻 （A．venetum ） と区別 され る ．以上 2 点を標品 として ，商品を 鑑定 した．

　羅布麻袋泡茶は ， 粉末中に チ ャ ノ キ （Zsinensis）異形細胞 と集晶を含む．羅 布 麻 （・4．　venetum ）の 葉由来の 破片

を見 い だ す こ とは で きなか っ た．し か し GC −MS に よ る成分 の 検討 で は ，羅布麻 （A ．　venetum ）由来の ピ ー
ク が得ら

れ て い る こ とか ら，粉末で は な くエ キ ス が配合 され て い る と推察さ れ た 1），

　羅布麻 a は温水中で戻した とき ， 灰黄緑色 で辺縁 に 微細な小突起を有して い た 点，葉 の 内部形態，粉末と もに 羅布

麻 （A ．　venetum ） と同様 で あ っ た 点 か ら，羅布麻 （A ・　venetum ） の 葉 を揉 ん だ もの と判定 で ぎ る，

　羅布麻 b （上海出品一級品）は ，ヒ マ ワ リや イ ネ科植物の 破片 な ど の 夾雑物が あ っ た が ， 灰緑色の 辺縁 に きわ め て

微細 な 小突起 を有し て い た 点，葉 の 内部 形態，粉末と もに 羅布麻 （A ・　 ven 劭 tm ） と同様 で あ っ た 点 か ら羅布麻 （A．

venetum ）を乾燥し た もの と判定で きる．

　羅布麻 c （タ バ コ ）， 健美羅布麻煙 は
， 葉の 色 ， 直径 3mm 以下 の 主脈部 の 存在 ， 内部形態に お い て，ク チ ク ラ の

発達 が 認め られな い ，主脈部 の 上面 お よび下面の 表皮 に 長腺毛 が 存在す る 等 の 点 に お い て ， 標品 とは ま っ た く別 の も

の と見な され る．

　複方羅布麻片中に は ，羅布麻 （A・venetum ）由来の 植物組織を観察す る こ とは で ぎな か っ た ．し か し GC −MS に よ

る成分 の 検討 で は，羅布麻 （・9・venetum ）由来の ピーク が得られ て い る こ とか ら ， 粉末 で は な くエ キ ス が 配合 され て

い る と推察 された D ．

　こ の よ うに ， 顕微鏡鑑定で 羅布麻 （A ．　venet 〃 m ） の 葉に 由来す る と見なされ る もの は 羅布麻 a ，羅布麻 b の 二 つ の

み で あ っ た ．羅布麻袋泡茶中の 葉の 砕片中に は ，チ ャ ノ キ （T．・sinensis ） の 葉の 特徴で あ る異 形 細 胞 と集 晶 の 存在が

認め られた た め ，チ ャ ノ キ （T．　 sinensis ） の 葉 で あ る と判定 で きた．さ らに，羅布麻 c
， 健美羅布麻煙は ， 葉が 黄茶

色 で，よ く発達した 主脈部が存在し，また ク チ ク ラ の 発達が 認 め られず，主脈部 の 表皮 に 長腺 毛 が 存在す る 点 な ど中

国 の タ バ コ （長 楽） や 日本 の タ バ コ の 観察結 果 と同 様 で あ っ た の で タ バ コ （1＞ic
’
otiana 　tabac 〃m 　L．）の 葉で あ る と判

定された．今 回 の 顕微鏡観察に お い て は ， 羅布麻 とい う名称を冠す る 製剤中に その 破片 を認 め る こ との で き な か っ た

製品が い くつ か 存在す る こ と が 明らか に な っ た ．し か し，こ れ に エ キ ス 等が 配 合 され て い る場 合 は 顕微鏡 で の 検出 は

で ぎな い こ とに な り，特微成分に ょ る 化学的検出が 必 要 と な る が，そ れ に つ い て は 次報で 詳述す る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　 論

　工）　羅布麻葉の 顕微鏡的な特徴 を 明確に す る こ とがで きた，

　2） 製品中に 羅布麻葉あ る い は 破片が含まれ て い る場合， そ れ を 切片ある い は粉末 に す る こ とで 検出す る こ とが 可

能で あ っ た．

　3）　羅 布麻 の 名称 を 用 い た 製品中，羅布麻 a
， 羅布麻 b の 二 つ の み に 羅布麻 （A ．　venet ” m ） の 破片 の 存在を切片や

粉末 に す る こ と で 確 認 で きた．他 の 製品 中 に は 羅布麻葉の 破片 や粉末 の 配 合 を 顕微鏡で 確認す る こ とは で きなか っ

た，

　Abbre ▼iations： co ： collenchymatous 　cell，
　 cr ： crystal ，

　 ep1 ： 10wer 　 epidermis
，
　 epu ： upper 　 epidcrmis ，　 f： fiber，

h： hair，　 id： idioblast，　 lt： Iatex　 tube ，　 pa： palisade　tissue，　 ph： phloem ，　 s ： sieve 　tube，　 sp ： spongy 　parenchy −

ma ，　 sto ： stom 　 a ，▼ ： vesse1 ，　 x ： xylem ．
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